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Mixed epithelial and stromal tumor of the kidney の 1例 :土山
克樹，南 秀朗，上木 修，川口光平（公立能登） 65歳，女性．左
乳腺腫瘍の精査目的の CT で偶然に左腎腫瘍を指摘され，当科に紹
介．CT 上，左腎に漸増性に濃染される径約 5 cm の腫瘤を認めた．
MRI では脂肪成分は指摘されなかった．画像診断上は良悪性の鑑別
困難であり，悪性疾患を念頭に腹腔鏡下左腎摘除術を施行した．病理




腎 Solitary fibrous tumor の 1例 : 小堀善友，川口昌平，中嶋孝
夫，島村正喜（石川県立中央） 症例は75歳，男性．左腎盂内腫瘤の
精査加療目的に当院紹介となった．身体所見，採血検査では異常を認
めず，左腎尿細胞診は陰性であった．CT と MRI にて，正常腎盂と




tumor と診断された．腎 solitary fibrous tumor は現在まで28例しか報告
がない非常に稀な疾患である．
後腹膜に発生した Myopericytoma の 1例 : 飯島将司（金沢医療
セ），角野佳史，藤田 博 (KKR 北陸），溝上 敦，高 栄哲，並木
幹夫（金沢大） 症例は51歳，女性，内科にて慢性C型肝炎の精査目













MRI にて腫瘤は T1，T2 強調画像ともに高信号を呈していた．後腹
膜脂肪腫を疑い腫瘍摘除術および右鼠径ヘルニア修復術を施行した．
癒着はほとんどみられず腫瘍を一塊にして摘出した．腫瘍の重量は










検査所見は異常なし．CT にて左腎静脈背側に最大径 4 cm の軽度造
影効果があり，MRI の T2 強調画像では高信号の腫瘍を認めた．13
日後腹膜鏡下左後膜腫瘍摘出術を施行した．腫瘍の大きさは 3×4×5










膀胱内再発を来たし TUR-Bt を施行．いずれも UC．G2，pTa であっ
た．2008年 6月の時点では転移再発を認めていない．自験例で本邦25
例目の報告である．




施行されていた．毎年の DIP で異常なし．2008年 1月，肉眼的血尿
出現し近医受診．膀胱鏡にて膀胱腫瘍，CT にて多発肝転移と多発リ




















瘻造設術施行．術後，radiation＋CDDP 施行後 5'-DFUR の内服にて
外来通院．術後 2年後に癌性腹膜炎発症，人工肛門造設．TJ 療法，
M-VAC 療法施行し，現在 GEM 投与を行っているが，CA19-9・
CA125 の上昇を認めている．診断から 3年 5カ月生存している pT4
の膀胱原発印環細胞癌症例は稀である．




















泌尿紀要 55 : 305-306，2009年 305
液凝固能，膠原病や凝固阻止因子の先天的欠乏症を疑う所見なし．水






























路上皮癌で T1 が 1例，T2 が 7例，T3 が 1例，T4 が 2例でリンパ





10 mg/body，3，10，17，24日目にシスプラチンを 20 mg/body 動注
した．照射範囲は膀胱に限局して行い 1回1.8∼ 2グレイを計約50グ






















て :新倉 晋，福田 護，江川雅之，三崎俊光（市立砺波） 骨盤臓
器脱は，症状や形態的変化に対して治療されるが，その治療の最終目
標は QOL の改善と考えられる．今回われわれは全般的健康度調査と
して SF-36 を，また骨盤臓器脱 QOL 質問表として P-QOL 質問表の
暫定的翻訳版を作成し，骨盤臓器脱患者の QOL 評価を行った．2006
年10月より骨盤臓器脱に対して TVM 手術を施行した57例のうち，術
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